
東神楽町立東聖小学校 学校運営協議会 
 

 

  
 

 

 

 
 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和４年２月２４日 
     ２月号 

 

今年度のスキー学習は，新型コロナ感染症蔓延の影響により予定より回数は減りましたが，たくさ

んのご支援を頂きました。まちの先生には「スキー指導」を，保護者ボランティアには「グループの

後について転んだ子への支援」や「低学年の靴の脱着手伝いやトイレ対応・転んだ子への対応等」を

していただきました。旭川を拠点とするスキー指導者の任意団体「シュプールクラブ」による指導も

含めると延べ８０名近くの支援がありました。 

お陰で，安心してスムーズにスキー学習を行うことができただけでなく，地域の方も含めた学校外

の方と触れ合ういい機会となりました。特に，初めてスキーに乗る子や苦手意識をもっている子への

手厚い指導ができました。子どもたちからは「楽しかった」という声がたくさん聞こえてきました。 

 

＜まちの先生・地域学校協働本部ボランティア＞ 

・時國隆さん ・猫宮一彦さん ・渡辺隆さん  

＜まちの先生・東神楽町地域おこし協力隊員＞ 

・片岡潮里さん 

＜保護者ボランティア＞ 

・稲場和美さん ・佐々木拓さん ・渡辺麻衣さん ・小林梨恵さん ・佐藤智樹さん  

・野村沙也香さん ・吉村望さん ・藤原かおりさん ・布施真実さん ・伊藤静香さん  

・千代浩之さん ・田中育子さん ・成田幸恵さん ・濱津祥代さん ・窪田朱沙美さん  

・森田美環さん ・堀口つかささん ・淺田ゆみかさん ・山田大介さん ・佐藤麻友美さん  

・山下航紀さん ・新田航二さん ・三澤美穂さん ・佐野修子さん 

※他に，今回支援の機会がなくなってしまいましたが，応募して頂いた方が１１名います。 

 多くのご支援に感謝致します。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１月２７日（木）・２８日（金），５年生は，家庭科の時間を使い，１クラスずつ，「田んぼの学校」

で刈り取ったお米を炊き，味噌汁を作り，「お米パーティー」を開きました。 

いつもなら，お世話になった大勢の方々を招くのですが，今年度もおやじの会会長の島田謹介さん

に代表して試食していただきました。 

子どもたちは，自分たちが関わったお米を，自分たちで炊いたことによって，米を作ることのあり

がたみとおいしさを実感していたようです。 

 ６年生は，総合的な学習の時間に，自分の将来を考える学習をしています。例年，様々な分野で働

いている方と直接質問などをやりとりしていましたが，今回はコロナ感染症対策により，１名の方に

来て頂きました。 

２月１８日（金），町内の各学校を支援している東神楽町ＧＩＧＡスクールサポーターの外山さん

に，ご自身の経験を踏まえゲームプログラマーの仕事についてお話して頂きました。 

やりたいことをするためには，多様な経験や努力が必要であることを知るいい機会となりました。 

●プログラマーに必要なこと 
①コミュニケーション 
②体力 
③向上心 

●学生のうちにやっておけばよかったこと 
①ゲーム以外の遊び 
②スポーツ 
③勉強（どんな勉強も必要です） 

※「テトリス」の作製に関わったそうです。 

５年生は総合的な学習の時間に，福祉の学習をしていま

す。２月７日（月）・９日（水），「ゆいゆい本舗」代表の野々

村雅人さんを含めた４名の方が来校しました。 

利用者の方の話を聞いたり，クッキー販売用の箱づくり

を体験したりした後に，子どもたちが質問していました。 

最初の計画では，もっとたくさんの方が来校し交流もす

る予定でしたが，感染対策を行いながら今できる学習活動

を行いました。 

短い時間でしたがが，地域の方と直接顔を合わせる機会

をもてたのは良かったです。 


